
嶋倉代議員甲斐代議員

鷲野代議員室生代議員

第４４６号愛 知 民 医 連２０２１年８月号（1）

「「今今月月のの主主なな紙紙面面」」
２．被ばく問題交流集会
３．投票に行こう、わんこにゃんこ、ナラ
ティブSTORY

４．研修医日記、相談室、パズル

愛知県民主医療機関連合会

愛愛知知民民医医連連
〒４５６－０００６ 名古屋市熱田区沢下町９番３号
� ０５２－８８３－６９９７FAX ０５２－８８９－２１１２

発行責任者 武田 修三
URL : http : //www.aichiminiren.jp/
E-mail : aichiminiren@aichiminiren.jp

は
じ
め
に
、
西
本
副
会
長
が

開
会
あ
い
さ
つ
し
、
総
会
議
長

に
吉
岡
奨
（
名
南
会
）
・
加
藤

恵
子
（
医
療
法
人
は
み
ん
ぐ
）

両
代
議
員
を
選
出
し
て
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
早
川
会
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、

一
気
に
世
界
中
に
広
が
り
ま
し

た
。
そ
う
い
う
中
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
海
外
か
ら
の
人
の

流
れ
が
あ
る
わ
け
で
、
第
５
波

が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
名
古

屋
市
も
言
っ
て
い
ま
す
。
国
の

対
策
は
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
②
コ
ロ
ナ
禍
で
患
者
さ
ん

利
用
者
さ
ん
の
環
境
が
大
変
変

化
し
ま
し
た
。
入
院
し
て
も
面

会
が
で
き
な
い
、
会
話
も
少
な

く
な
り
、
認
知
機
能
や
Ａ
Ｄ
Ｌ

の
低
下
を
招
い
て
い
ま
す
。
人

権
、
倫
理
的
な
課
題
と
し
て
医

療
者
も
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
③
コ
ロ
ナ
禍
で
病
床
が

足
り
な
い
、
感
染
症
病
床
も
減

ら
し
て
き
た
、
医
師
も
看
護
師

も
足
り
な
い
中
で
、
国
の
第
８

次
医
療
計
画
で
は
、
急
性
期
病

床
を
減
ら
し
、
回
復
期
病
床
を

増
や
す
構
造
を
改
革
し
、
外
来

も
機
能
分
解
し
、
集
約
促
進
す

る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
④
我
々
は
そ
う
い
う
状
況

を
変
え
な
が
ら
、
綱
領
を
実
現

す
る
た
め
に
、
特
に
国
民
の
健

康
権
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
か

が
問
わ
れ
る
年
と
な
る
の
で
、

皆
さ
ん
と
議
論
し
次
の
時
代
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
全
日
本
民
医

連
と
愛
知
社
保
協
よ
り
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

総
会
議
案
の
提
案
に
入
り
、

第
１
号
議
案
�
２
０
２
０
年
度

の
ま
と
め
と
２
０
２
１
年
度
の

運
動
方
針
（
案
）
、
第
２
号
議

案
�
県
連
規
約
改
正
（
案
）
、

第
３
号
議
案
�
２
０
２
０
年
度

県
連
会
計
決
算
を
武
田
事
務
局

長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
第

４
号
議
案
�
２
０
２
０
年
度
県

連
会
計
監
査
が
中
村
会
計
監
査

よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ

い
て
、
第
５
号
議
案
�
２
０
２

１
年
度
県
連
会
計
予
算
（
案
）
、

第
６
号
議
案
�
役
員
改
選
の
件

に
つ
い
て
、
武
田
事
務
局
長
か

ら
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み
の

成
果
な
ど
を
討
論

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
休
憩
を
取

ら
ず
に
質
疑
・
討
論
に
入
り
、

４
人
か
ら
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

充
分
に
討
論
時
間
が
と
れ
ず
残

念
で
し
た
が
、
発
言
は
２
０
２

０
年
度
の
取
り
組
み
が
発
揮
さ

れ
た
内
容
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

発
言
者
と
発
言
テ
ー
マ
は
以
下

の
通
り
で
す
。

◆
嶋
倉
代
議
員
（
み
な
と
医
療

生
協
）

高
齢
者
複
合
施
設
か
め
じ
ま

に
つ
い
て
、
特
に
オ
ー
プ
ン
に

至
る
ま
で
の
組
合
員
さ
ん
の
活

躍◆
甲
斐
代
議
員
（
北
医
療
生

協
）大

き
な
赤
字
体
質
か
ら
徐
々

に
経
営
改
善
に
向
か
っ
て
い
る

状
況
に
つ
い
て

◆
鷲
野
代
議
員
（
名
南
会
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
名
南
病

院
の
と
り
く
み

◆
室
生
代
議
員
（
南
医
療
生

協
）民

医
連
負
担
金
軽
減
へ
の
要

望
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
個
室
と
個

室
料
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ

い
て以

上
の
各
氏
の
発
言
を
受
け
、

武
田
事
務
局
長
よ
り
、
室
生
代

議
員
の
質
問
に
も
答
え
な
が
ら
、

討
論
の
ま
と
め
が
さ
れ
ま
し
た
。

全
議
案
を
採
択

議
案
の
採
択
に
移
り
、
第
１

号
・
第
３
号
、
第
５
号
、
第
６

号
議
案
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
、
第
２
号
・
第
４
号
議
案
は

全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
挙

近
藤
知
己
新
会
長
を
選
出

今
回
で
退
任
さ
れ
る
１０
名
の

役
員
か
ら
早
川
会
長
が
代
表
し

て
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。
新
役
員
に
は
近
藤
知
己

新
会
長
以
下
２５
名
の
役
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
決
意
と
閉
会
の
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
近
藤
新
会
長
は
、

「
全
日
本
民
医
連
４３
回
総
会
で

医
療
介
護
活
動
の
２
つ
の
柱
が

提
唱
さ
れ
、
健
康
格
差
超
高
齢

者
社
会
に
立
ち
向
か
う
無
差
別

平
等
の
医
療
介
護
活
動
と
倫
理

・
安
全
・
Ｑ
Ｉ
に
よ
り
医
療
介

護
活
動
の
向
上
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。
４４
回
総
会
で
は
、
健
康

格
差
に
タ
ッ
ク
ル
し
よ
う
と
全

国
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
明
ら

か
に
な
っ
た
健
康
格
差
、
高
齢

者
切
り
捨
て
の
政
策
を
あ
ら
た

め
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

送
る
こ
と
は
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
国
民
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
強
調
し
訴
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
特
に
コ

ロ
ナ
病
棟
を
抱
え
て
医
療
を
す

す
め
て
い
る
病
院
で
は
職
員
の

疲
労
は
大
変
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
全
日
本
民
医
連
で
も
職
員

の
メ
ン
タ
ル
面
の
フ
ォ
ロ
ー
の

重
要
性
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

改
め
て
管
理
部
が
先
頭
に
立
っ

て
、
職
員
の
健
康
と
メ
ン
タ
ル

の
保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と

結
ば
れ
ま
し
た
。

全
日
程
を
終
了
し
、
県
連
総

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

県
連
事
務
局
長
・
武
田
修
三

愛
知
民
医
連
の
第
４４
回
定

期
総
会
が
、
７
月
１０
日
㈯
に

労
働
会
館
東
館
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
加
盟
事

業
所
よ
り
代
議
員
定
数
６６
名

中
、
６４
名
（
実
出
席
４８
名
、

委
任
状
１６
名
）
の
出
席
（
９７

％
）
で
し
た
。

早川会長

「「
医医
療療
・・
介介
護護
活活
動動
のの
２２
つつ
のの
柱柱
」」をを
深深
化化
ささ
せせ
、、健健
康康
格格
差差
にに
タタ
ッッ
クク
ルル
しし
よよ
うう

武田事務局長

近藤新会長

みみ
なな
とと

☆
た
く
さ
ん
の
願
い
ご
と
を
吊

る
し
た
七
夕
飾
り
を
、
協
立
総

合
病
院
１
階
、
あ
つ
た
の
森
各

階
、
虹
の
郷
各
階
で
そ
れ
ぞ
れ

飾
り
ま
し
た
。

☆
７
月
１７
日
サ
高
住
か
め
じ
ま

で
は
、
入
居
者
と
職
員
が
一
緒

に
昼
食
づ
く
り
を
楽
し
み
、
完

成
し
た
ち
ら
し
寿
司
や
て
ん
ぷ

ら
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

南南

☆
７
月
３０
日
に
理
事
会
研
修
会

を
南
生
協
病
院
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
第
１
四
半
期
の
振
り
返

り
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
し
い
つ
な
が
り
づ
く
り
に
つ

い
て
意
見
交
流
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

北北

☆
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
や

ネ
ッ
ト
配
信
が
増
え
る
中
、
ス

マ
ホ
講
座
が
大
人
気
。
各
支
部

で
開
催
、
新
し
い
組
合
員
の
輪

が
で
き
そ
う
で
す
。

☆
子
育
て
支
援
の
に
じ
っ
こ
ひ

ろ
ば
は
暑
く
な
り
屋
外
開
催
は

秋
ま
で
お
休
み
。
か
わ
り
に
８

月
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。

☆
第
１
四
半
期
の
ま
と
め
の
課

師
長
会
議
を
医
療
、
介
護
そ
れ

ぞ
れ
で
開
催
。

名名

南南

☆
今
年
度
、
社
員
・
友
の
会
健

診
の
件
数
増
を
は
か
る
た
め
に
、

健
診
受
診
者
の
分
散
化
と
受
診

動
機
の
意
識
づ
け
と
し
て
「
バ

ー
ス
デ
ー
健
診
」
の
宣
伝
・
案

内
を
強
化
す
る
。

☆
名
南
会
の
２
つ
の
共
同
組
織

で
あ
る
名
南
と
中
川
健
康
友
の

会
は
、
７
月
１０
日
労
働
会
館
に

て
「
組
織
統
合
総
会
」
を
開
催

し
、
「
名
南
会
健
康
友
の
会
」

と
し
て
新
た
に
出
発
し
た
。

尾尾

張張

☆
７
月
１６
日
、
一
宮
市
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ち
あ
き
が
、
家
庭

介
護
の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ

ア
セ
ミ
ナ
ー
を
千
秋
病
院
内
市

民
健
康
教
室
に
て
開
催
し
、
９

名
が
参
加
し
、
交
流
し
ま
し
た
。

☆
８
月
２
日
よ
り
、
友
の
会
事

務
所
を
発
熱
外
来
へ
切
り
替
え
、

コ
ロ
ナ
対
策
強
化
し
ま
し
た
。

友
の
会
事
務
所
は
移
転
し
ま
し

た
。フフ

ァァ
ルル
ママ
ネネ
ッッ
トト

☆
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
剤
師
の
研

修
に
参
加
し
、
患
者
さ
ん
の
抱

え
る
困
難
へ
の
対
応
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
し
ま
し
た
。
民
医
連

の
病
院
で
は
病
気
治
療
に
と
ど

ま
ら
ず
、
障
が
い
者
、
認
知
症
、

収
入
減
な
ど
生
活
相
談
に
も
乗

っ
て
い
ま
す
と
お
話
し
し
た
ら

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
感
心
し

て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
民
医
連

を
実
感
し
ま
し
た
。

はは
みみ
んん
ぐぐ

☆
第
１
四
半
期
の
収
入
は
、
昨

年
度
比
１
２
２
％
で
し
た
。

☆
人
権
カ
フ
ェ
の
「
気
に
な
る

患
者
」
の
取
り
組
み
で
、
生
活

保
護
受
給
の
患
者
さ
ん
の
問
診

（
暑
く
て
歯
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か

っ
た
）
か
ら
、
「
名
古
屋
市
・

エ
ア
コ
ン
設
置
等
助
成
事
業
」

利
用
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

☆
土
地
活
用
に
つ
い
て
、
年
度

内
の
た
ま
り
場
設
置
の
議
論
が

理
事
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

第４４６号

愛知民医連第４４回定期総会を開催愛知民医連第４４回定期総会を開催愛知民医連第４４回定期総会を開催
全議案を採択・新役員選出全議案を採択・新役員選出
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（2）愛 知 民 医 連２０２１年８月号第４４６号

７
月
１７
日
、
愛
知
民
医

連
被
ば
く
対
策
委
員
会
は
、

全
日
本
民
医
連
の
第
１７
回

被
ば
く
問
題
交
流
集
会
に

参
加
し
、
核
被
害
の
現
状

と
課
題
を
学
び
つ
つ
、
愛

知
県
連
の
甲
状
腺
エ
コ
ー

検
診
の
と
り
く
み
報
告
も

お
こ
な
い
、
今
後
の
活
動

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

交
流
集
会
の目

的
と
意
義

始
め
に
被
ば
く
問
題
委
員
会

・
藤
原
委
員
長
よ
り
問
題
提
起

が
行
わ
れ
、
今
回
の
交
流
集
会

の
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
、
①

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
て

半
年
。
核
兵
器
廃
絶
運
動
を
さ

ら
に
高
め
る
。
②
高
齢
化
し
た

原
爆
被
爆
者
の
医
療
・
介
護
等

の
実
態
を
深
め
、
今
後
の
運
動

を
考
え
合
う
。
③
福
島
第
一
原

発
事
故
後
１０
年
、
原
発
事
故
被

害
者
や
原
発
事
故
関
連
労
働
者

の
生
活
と
健
康
の
問
題
を
考
え

あ
う
。
④
原
発
事
故
避
難
者
へ

の
相
談
・
健
診
の
活
動
交
流
。

⑤
原
爆
被
害
者
、
ビ
キ
ニ
環
礁

水
爆
実
験
被
害
者
、
原
発
事
故

被
害
者
、
原
発
事
故
関
連
労
働

者
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
と

り
く
み
を
考
え
、
運
動
の
後
継

者
養
成
の
契
機
と
す
る
。
の
５

点
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

と
と
り
く
み
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。核

兵
器
禁
止
条
約
は

全
世
界
的
な

運
動
の
勝
利

記
念
講
演
は
「
核
兵
器
禁
止

条
約
発
効
の
意
義
と
日
本
政
府

の
参
加
を
求
め
る
と
り
く
み
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
平
和
新
聞
編

集
長
の
布
施
祐
仁
さ
ん
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

布
施
氏
は
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
発
効
（
今
年
１
月
２２
日
）

を
「
全
世
界
的
な
運
動
の
勝
利

で
す
」
と
紹
介
し
、
発
効
に
至

る
経
過
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
は
２
０
０
０
年

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
核

保
有
国
は
そ
の
義
務
を
履
行
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
大
国

だ
け
に
任
せ
て
お
け
な
い
と
中

小
国
が
立
ち
上
が
り
、
非
核
保

有
国
で
ま
ず
核
兵
器
禁
止
条
約

を
作
り
核
保
有
国
に
核
軍
縮
義

務
の
履
行
を
迫
っ
て
い
く
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
の
補
強
・
強
化
と
し
て
禁

止
条
約
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
国

連
の
議
論
を
「
国
家
安
全
保

障
」
か
ら
「
人
道
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」
に
転
換
し
、
会
議
へ
の
参

加
国
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
世
界
を
動
か
し
た
の

は
被
爆
者
の
証
言
で
す
。
核
兵

器
禁
止
条
約
・
前
文
で
も
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
は
言
及
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
広
島
・
長
崎
以
降
に

核
兵
器
の
実
戦
使
用
が
阻
ま
れ

て
き
た
の
は
、
被
爆
者
の
証
言

が
世
界
の
世
論
と
運
動
と
な
っ

て
抑
止
力
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

署
名
を
拒
否
す
る

日
本
政
府

続
い
て
布
施
氏
は
、
今
も
な

お
世
界
に
は
１
万
４
０
０
０
発

の
核
兵
器
が
存
在
し
て
お
り
、

世
界
で
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と

し
て
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立

つ
べ
き
日
本
政
府
は
条
約
へ
の

署
名
を
拒
否
し
、
米
国
の
核
軍

縮
や
核
先
制
不
使
用
の
検
討
に

対
し
て
す
ら
反
対
す
る
と
い
う

恥
ず
か
し
い
も
の
、
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
米
国
が
現
在
、
中

国
を
警
戒
し
て
日
本
に
中
距
離

ミ
サ
イ
ル
配
備
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
、
沖
縄
に
は
有
事
の
際

に
は
核
兵
器
配
備
を
認
め
る
密

約
が
あ
り
、
今
も
嘉
手
納
、
那

覇
、
辺
野
古
は
核
兵
器
運
用
機

能
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
。
米

国
の
攻
撃
型
原
潜
が
日
本
に
入

港
を
繰
り
返
し
て
お
り
核
巡
航

ミ
サ
イ
ル
の
再
配
備
計
画
が
あ

る
こ
と
、
日
米
共
同
演
習
で
の

核
攻
撃
演
習
に
自
衛
隊
が
参
加

し
て
い
る
、
な
ど
非
常
に
危
険

な
状
況
が
起
き
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
は
全
廃
こ
そ
が

危
険
性
を
避
け
る
唯
一

の
方
法

最
後
に
、
事
故
や
誤
算
な
ど

の
爆
発
を
含
め
、
核
兵
器
は
全

廃
こ
そ
が
危
険
性
を
避
け
る
唯

一
の
方
法
だ
と
強
調
さ
れ
、
実

際
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
米
国
の
同

盟
国
で
あ
っ
て
も
、
２
月
に
全

会
一
致
で
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
し
た
こ
と
を
紹
介
。
そ
し

て
、
万
が
一
米
中
戦
争
が
起
こ

れ
ば
日
本
が
戦
場
と
な
り
、
核

戦
争
に
な
る
可
能
性
す
ら
あ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
を
避

け
る
た
め
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

連
携
し
て
米
中
戦
争
の
防
止
に

全
力
を
つ
く
す
こ
と
。
核
兵
器

禁
止
条
約
に
参
加
し
、
米
国
の

核
の
傘
に
は
入
ら
な
い
こ
と
。

そ
う
し
た
選
択
を
す
る
た
め
に
、

北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
の

創
設
、
東
ア
ジ
ア
版
Ｏ
Ｓ
Ｃ

（
安
全
保
障
協
力
機
構
）
の
創

設
を
展
望
す
る
こ
と
を
示
さ
れ

て
講
演
を
結
び
ま
し
た
。

特
別
報
告
、
テ
ー
マ
別

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
現
状
と

課
題
を
交
流

続
い
て
特
別
報
告
と
し
て

「
福
島
の
今
〜
医
療
生
協
わ
た

り
病
院
・
大
橋
さ
ん
」
「
黒
い

雨
訴
訟
の
と
り
く
み
〜
広
島
民

医
連
・
佐
々
木
会
長
」
「
ビ
キ

ニ
労
災
裁
判
の
と
り
く
み
〜
高

知
民
医
連
・
今
井
事
務
局
長
」

の
３
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
テ
ー
マ
別
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
愛
知
か
ら

は
原
発
事
故
避
難
者
健
診
活
動

交
流
に
参
加
し
、
「
甲
状
腺
エ

コ
ー
検
診
活
動
の
報
告
」
を
行

い
ま
し
た
。

愛知民医連は、この度、ホームページを全面リニ
ューアルいたしました。
今回のリニューアルでは、ご覧いただく皆様によ
り見やすく、分かりやすく情報をお伝えできるホー
ムページとなるよう改善いたしました。
これまで以上に使いやすいサイトを目指し、内容
の充実を図って参ります。今後ともよろしくお願い
します。

■と き ２０２１年１１月２３日(祝・火)
９時３０分受付開始 午前１０時開会

■ところ 名古屋国際会議場 白鳥ホール・２号館★全日本民医連厚生事業協同組合の指定職員が参加対象です
★実施期間 ２０２１年１０月１日㈮～１１月３０日㈫
☆毎日の記録を「健康づくりDIARY」に記入して、きちんと
提出しよう
終了後、２０２１年１２月１０日㈮までに各法人本部へ提出してくだ
さい。
ダイアリー提出者には、白紙などとりくみのほとんどをなさ
れなかった方を除き、提出者全員に東海ブロックより一人５００
円の図書カードを贈呈します。

☆目標達成者には、１,０００円の商品券
贈呈
目標達成者には、１,０００円の商品券
が愛知支部より贈呈されます。

（複数エントリーで達成されても、商
品券贈呈は１人分です）

☆エントリーは２０２１年９月１０日㈮まで。
登録書を各法人本部へ届けてくださ
い。

（午前） 記念講演 講師：黒澤いつき氏
演題：「人権Café」へようこそ（仮）
「明日の自由を守る若手弁護士の会（あすわか）」

共同代表・「民医連 共済だより」に連載中
（午後） 分科会＆特別分科会

【分科会・演題募集要項】
※「医療・介護活動の２つの柱」に沿った演題を募集します。
【分科会演題】
①臨床報告、②医療の安全、倫理、③看護活動、④介護活動、⑤医療介護等の連携、
慢性疾患療養援助、⑥業務改善、⑦社会保障活動、貧困と格差問題、SDH、⑧脱
原発・被ばく問題、災害支援、⑨職員教育・後継者養成など、⑩健診、HPH、⑪
地域包括ケア、介護予防・日常生活支援総合事業の対応、⑫憲法・平和、まちづく
り特別、⑬新型コロナウィルス関連
※応募は愛知民医連ＨＰよりメールにて 演題募集期間：９月１日～１０月４日厳守
※今年は、保育は行いません
※コロナ禍により会場の参加人数制限等がある場合はご了承ください。

第第５５１１回回学学術術運運動動交交流流集集会会ののごご案案内内

核核兵兵器器禁禁止止条条約約とと福福島島・・広広島島・・ビビキキニニななどど
核核被被害害のの現現状状とと課課題題をを交交流流

県連・被ばく対策委員会

愛知民医連ホームページがリニューアル

全全日日本本民民医医連連・・被被ばばくく問問題題交交流流集集会会にに参参加加

右のＱＲコードからホームペー
ジへアクセスいただけます➡

１１００月月かからら始始ままりりまますす！！
２２００２２１１年年度度健健康康いいききいいききキキャャンンペペーーンン
全全日日本本民民医医連連厚厚生生事事業業協協同同組組合合 愛愛知知支支部部連連合合会会・・東東海海ブブロロッックク
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〈最終回〉

第４４６号愛 知 民 医 連２０２１年８月号（3）
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県
連
社
保
平
和
委
員
長（
前
）

小
岩

朋
宏

（
名
南
会
専
務
理
事
）

経
済
優
先
が
招
い
た

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
爆
発

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
国
内
で
の
感
染
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
１
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。
７
月
中
旬
以
降
、
首

都
圏
を
中
心
に
「
第
５
波
」
の

感
染
拡
大
が
進
行
し
、
さ
ら
に

国
民
の
世
論
、
専
門
家
の
助
言

を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
強
行
に
よ
っ
て
、

全
国
的
な
感
染
拡
大
を
引
き
起

こ
し
、
「
『
感
染
爆
発
』
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
」

（
８
月
１
日
付
・
全
国
知
事
会

メ
ッ
セ
ー
ジ
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
年
間
、
安
倍
・
菅

政
権
が
行
っ
て
き
た
こ
と
は

「
突
然
の
小
中
学
校
の
一
斉
休

校
」
か
ら
は
じ
ま
り
「
ア
ベ
ノ

マ
ス
ク
」
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
、
そ
し
て
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
」
と
続
き
、
感
染

拡
大
が
起
こ
る
度
に
、
国
民
に

は
「
自
粛
」
を
押
し
つ
け
て
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
過
去
の
経
験

を
踏
ま
え
ず
、
経
済
優
先
政
策

に
固
執
し
て
き
た
大
失
政
と
い

え
ま
す
。

救
え
る
い
の
ち
が

救
え
な
い
！

私
た
ち
医
療
機
関
に
と
っ
て

も
こ
の
１
年
半
は
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
困
難

の
連
続
で
し
た
。
「
第
１
波
」

の
頃
は
当
院
（
名
南
病
院
）
の

判
断
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き

ず
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し

て
検
体
を
提
出
す
る
か
た
ち
が

取
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
夜
間

や
休
日
は
中
保
健
セ
ン
タ
ー
し

か
対
応
窓
口
が
な
く
、
電
話
が

ま
っ
た
く
通
じ
ず
３０
分
か
け
て

よ
う
や
く
検
査
に
こ
ぎ
つ
け
る

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
「
第
２

波
」
で
は
、
県
内
・
市
内
の
病

床
が
逼
迫
し
、
結
果
と
し
て
入

院
を
必
要
と
す
る
陽
性
患
者
さ

ん
の
転
院
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
が
続
き
ま
し
た
。
「
第
３

波
」
以
降
で
は
、
病
床
逼
迫
の

影
響
を
受
け
て
自
宅
で
療
養
せ

ざ
る
を
得
な
い
患
者
さ
ん
が
急

増
し
、
名
南
病
院
で
も
保
健
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
を
受
け
て

陽
性
患
者
さ
ん
へ
の
往
診
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
「
救

え
る
い
の
ち
が
救
え
な
い
」
状

況
が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。職

員
も長

期
間
の
ス
ト
レ
ス

私
た
ち
医
療
・
介
護
従
事
者

の
生
活
も
、
感
染
し
な
い
・
さ

せ
な
い
た
め
の
行
動
制
限
・
生

活
制
限
が
長
期
間
に
お
よ
び
、

強
い
ス
ト
レ
ス
が
続
い
て
い
ま

す
。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
の
調
査
に
よ
る
と
、
職
場
で

感
染
リ
ス
ク
を
感
じ
た
労
働
者

は
、
医
療
で
８
割
弱
、
福
祉
・

介
護
で
７
割
弱
、
精
神
的
負
担

の
増
加
は
、
福
祉
・
介
護
は
７

割
強
、
医
療
は
７
割
弱
、
緊
張

度
の
増
加
は
介
護
・
福
祉
、
医

療
と
も
６
割
強
と
高
い
比
率
に

な
っ
て
い
ま
す
。

い
の
ち
優
先
の
政
治
こ
そ

私
た
ち
の
願
い

私
自
身
、
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の

一
年
半
の
中
で
、
毎
日
の
仕
事

で
目
に
し
て
き
た
こ
と
、
体
験

し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
今
ま
で

に
も
増
し
て
、
私
た
ち
国
民
の

い
の
ち
や
く
ら
し
を
優
先
さ
せ

る
政
治
へ
の
転
換
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
切
に
感

じ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
多
く

の
職
員
の
み
な
さ
ん
も
、
毎
日

ぞ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
奮
闘
さ
れ

る
中
で
、
同
じ
よ
う
な
思
い
を

お
持
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。政

治
を
変
え
る大

チ
ャ
ン
ス

衆
議
院
議
員
の
任
期
も
あ
と

２
か
月
あ
ま
り
。
１０
月
ま
で
に

は
必
ず
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

総
選
挙
は
政
権
を
選
択
す
る
選

挙
で
す
。
政
治
を
変
え
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
法

人
・
事
業
所
で
学
習
や
話
し
合

い
を
行
い
な
が
ら
、
投
票
に
参

加
し
、
私
た
ち
の
い
の
ち
と
く

ら
し
が
大
切
さ
れ
る
政
治
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
し

ょ
う
。

５月１２日ドクターナース介護ウエーブ

わ
た
し
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

プ
ー
ド
ル
の
メ
ア
リ
ー
で
す
。

今
回
は
う
ち
の
ご
主
人
を
紹

介
し
ま
す
。

わ
た
し
が
寂
し
そ
う
な
表

情
す
る
と
散
歩
さ
せ
て
く
れ

た
り
、
甘
え
る
と
す
ぐ
に
オ

ヤ
ツ
を
く
れ
ま
す
わ
ん
。
ま

っ
た
く
チ
ョ
ロ
い
人
で
す
。

こ
ん
な
ご
主
人
だ
け
ど
、

私
の
健
康
に
気
を
使
っ
て
ご

は
ん
を
選
ん
で
く
れ
た
り
、

家
族
み
ん
な

で
旅
行
や
ド

ッ
グ
ラ
ン
に

連
れ
て
っ
て

く
れ
た
り
、

と
て
も
優
し

い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
皆
さ
ん
も
ご
主
人

と
仲
良
く
し
て
あ
げ
て
ほ
し

い
わ
ん
！

尾
張
健
友
会

千
秋
病
院

事
務

小
島
秀
泰

６月２６日社保協スタンディング

３月２７日みなと医療生協スタンディング

ま
ん
が
コ
ー
ナ
ー

千
秋
病
院
看
護
部
通
信
か
ら
了
解
を
得
て
転
載
し
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
は
寺
澤
詩
子
さ
ん
で
す
。

○
み
な
さ
ん
か
ら
の
投
稿
も
お
待
ち
て
い
ま
す
。
１
面
題
字
横
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

か
ら
お
送
り
く
だ
さ
い
。

国
民
世
論
も
専
門
家
の
助
言
も
無
視
！

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
強
行

・
・
・
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

国
民
世
論
も
専
門
家
の
助
言
も
無
視
！

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
強
行

・
・
・
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

私たちが変えよう いのち優先の政治へ
ことしの秋は総選挙 投票に行こう➡

う
ち
の
ご
主
人
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（4）愛 知 民 医 連２０２１年８月号第４４６号

研
修
医
２
年
目
と
な
り
、

４
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
最
近
は
で
き
る
こ

と
、
わ
か
る
こ
と
が
増
え
て

き
て
、
研
修
医
と
し
て
自
信

が
つ
い
て
き
て
…
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
で
き
る

こ
と
が
１
つ
増
え
る
た
び
に
、

で
き
な
い
こ
と
・
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
３
つ
く
ら
い
増
え

て
し
ま
う
毎
日
で
す
。
昔
有

名
な
歌
手
が
「
三
歩
進
ん
で

二
歩
下
が
る
」
と
歌
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
二
歩
進
ん

で
三
歩
下
が
る
日
々
を
送
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

悩
ん
で
い
ま
し
た
。
周
り
と

比
べ
て
、
自
分
が
成
長
し
て

い
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
仕

方
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
そ
ん
な
時
、
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
く
だ
さ

っ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
医
学
部
を
卒
業
し
た
ら
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修

先
に
い
く
。
環
境
が
違
う

の
に
、
同
級
生
と
比
べ
て

も
意
味
が
な
い
。
大
切
な

こ
と
は
、
周
り
と
比
べ
る

こ
と
じ
ゃ
な
く
、
過
去
の
自

分
と
比
べ
る
こ
と
。
例
え
ば
、

去
年
の
自
分
と
比
べ
た
ら
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
絶
対
に
あ
る
は
ず
。
そ
し

て
、
今
の
自
分
に
何
が
で
き

て
い
な
く
て
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
を
常
に
考
え
続
け

て
い
く
こ
と
が
、
医
師
と
し

て
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
。
」

目
か
ら
鱗
で
し
た
！
そ
れ

か
ら
は
、
自
分
が
今
何
が
で

き
て
い
て
、
何
が
で
き
て
い

な
い
の
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
目
の
前
に

苦
し
む
患
者
さ
ん
が
い
る
と

し
て
、
一
人
で
は
で
き
な
い
、

不
安
な
こ
と
は
何
か
？
今
思

い
つ
く
だ
け
で
も
山
の
よ
う

に
あ
り
ま
す
…
。
し
か
し
、

３
年
目
に
な
れ
ば
、
外
来
や

当
直
も
１
人
で
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
か

ら
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い
か

ら
、
と
い
う
言
い
訳
は
通
用

し
な
い
で
し
ょ
う
。
自
分
に

と
っ
て
大
切
な
人
を
安
心
し

て
任
せ
ら
れ
る
医
師
へ
の
道

は
、
果
て
し
な
く
遠
い
よ
う

に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
千

里
の
道
も
一
歩
か
ら
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
地
道

に
、
ひ
た
す
ら
に
、
一
つ
ず

つ
知
識
や
技
術
や
経
験
を
身

に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
の
連
携
で

自
宅
療
養
困
難
が
想
定

さ
れ
る
方
の
た
め
の
次

の
ス
テ
ッ
プ
づ
く
り

「
う
る
さ
い
か
ら
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
」

８０
代
Ａ
さ
ん
女
性
の
同
居

家
族
は
、
孫
（
男
性
）
と
小

学
生
の
ひ
孫
（
女
の
子
）
。

肛
門
部
の
痛
み
で
動
け
な

く
な
っ
て
い
た
Ａ
さ
ん
に
、

「
う
る
さ
い
か
ら
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
」
と
孫
が
救
急
隊

を
呼
び
、
同
行
者
な
し
で
当

院
に
救
急
搬
送
さ
れ
、
入
院

と
な
り
ま
し
た
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
遠
方
の

息
子
。
小
学
生
の
ひ
孫
は
Ａ

さ
ん
の
手
伝
い
な
ど
を
理
由

に
不
登
校
で
、
行
政
が
介
入

し
て
い
ま
す
。
感
情
的
に
ふ

る
ま
う
孫
に
、
Ａ
さ
ん
の
自

宅
で
の
生
活
上
の
ス
ト
レ
ス

は
大
き
く
、
食
事
も
あ
ま
り

摂
れ
て
お
ら
ず
、
療
養
環
境

と
し
て
望
ま
し
い
と
は
言
え

な
い
状
況
で
し
た
。

社
会
的
入
院
の
繰
り
返

し
が
予
想
さ
れ
る
状
況

痛
み
は
ほ
ぼ
治
ま
り
、
食

事
も
召
し
上
が
れ
穏
や
か
に

過
ご
し
て
い
た
Ａ
さ
ん
。

「
早
く
退
院
し
た
い
、
ひ
孫

に
会
い
た
い
」
「
具
合
が
悪

く
て
入
院
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
、

孫
が
嫌
で
逃
げ
て
来
た
ん

だ
」
と
話
さ
れ
、
こ
の
ま
ま

自
宅
へ
退
院
し
て
も
社
会
的

入
院
を
繰
り
返
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
設
け

よ
う
と
し
て
も
、
孫
は
「
仕

事
で
出
れ
な
い
、
そ
ん
な
必

要
は
な
い
か
ら
早
く
家
へ
帰

し
て
く
れ
、
自
分
が
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
面
倒
を
み
る
」
と
言

い
張
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら

Ａ
さ
ん
を
安
全
に
自
宅
へ
帰

せ
る
の
か
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
、

ケ
ア
マ
ネ
と
頭
を
悩
ま
す

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

多
く
の
関
係
機
関
と
サ
ー

ビ
ス
の
細
部
、支
援
を
調
整

関
係
者
と
の
情
報
共
有
、

お
よ
び
自
宅
療
養
困
難
と
な

っ
た
時
の
対
応
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
と
判
断
し
、
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
出
席
者
は
ケ
ア

マ
ネ
、
ヘ
ル
パ
ー
、
訪
看
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
包
括
、

福
祉
課
、
子
ど
も
課
、
身
元

保
証
団
体
と
多
数
。
日
々
の

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
本

人
と
ひ
孫
へ
の
支
援
を
調
整

し
、
次
回
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
れ
ば
、
本
人
の
安
全

な
療
養
を
第
一
に
考
え
て
施

設
入
所
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
、
関
係
者
全
体
で
共
有
し

役
割
分
担
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
Ａ
さ
ん
は
「
ひ
孫
と
暮

ら
せ
る
」
と
嬉
し
そ
う
に
自

宅
へ
退
院
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ

さ
ん
を
取
り
巻
く
関
係
機
関

と
問
題
点
を
共
有
し
、
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
が

出
来
た
事
例
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
れ
は
病
院
だ

け
で
は
成
し
得
な
い
、
連
携

に
よ
る
力
の
大
切
さ
を
学
ぶ

事
例
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

南
生
協
病
院

相
談
連
携
室

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

橋
本

裕
子

千秋病院 初期研修医２年目
加藤 早苗

ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー
テ
ン
で
快
適

老
健
か
た
ら
い
の
里

相
談
員
兼
ケ
ア
マ
ネ

真
柄

久
美
代

名
古
屋
の
蒸
し
暑
い
夏
を
少

し
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
に
し
て
い
ま
す
。

鈴
虫
の
音
色
を
枕
に

尾
張
健
友
福
祉
会
本
部

看
護

村
山

真
理
子

こ
の
夏
は
す
ず
虫
を
２
ペ
ア

飼
っ
て
み
ま
し
た
。
毎
晩
虫
の

音
を
き
き
な
が
ら
眠
り
に
つ
い

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
頑
張
っ
て
い
こ
う

生
協
わ
か
ば
の
里

作
業
療
法
士

園
田

麻
子

２
人
目
を
産
ん
で
１
年
半
ぶ

り
に
職
場
復
帰
し
ま
し
た
。
あ

た
た
か
く
仲
間
に
迎
え
ら
れ
て
、

ま
た
こ
こ
で
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

感
動
は
し
た
け
れ
ど
…

か
な
め
病
院

Ｍ
Ｓ
Ｗ

伊
藤

美
鈴

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま

し
た
。
開
会
式
は
感
動
し
ま
し

た
が
、
無
観
客
な
の
に
国
立
競

技
場
の
周
り
に
は
多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
い
る
の
に
は
、
些
か

矛
盾
を
感
じ
ま
し
た
。

五
輪
報
道
に
疑
問

訪
問
看
護
Ｓ
Ｔ
レ
イ
ン
ボ
ー

看
護
師

加
藤
智
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
報
道
に

疑
問
を
感
じ
ま
す
。
あ
れ
だ
け
、

反
対
し
て
い
た
の
に
ね
！

手
作
り
わ
ら
び
も
ち
♪

協
立
総
合
病
院

医
師

竹
森

広
大

余
っ
た
き
な
こ
を
消
費
し
よ

う
と
、
片
栗
粉
で
わ
ら
び
も
ち

を
作
り
ま
し
た
。
思
い
の
ほ
か

美
味
し
く
で
き
ま
し
た
。
夏
に

は
い
い
で
す
ね
。

【
た
て
の
カ
ギ
】

１

猛
暑
が
過
ぎ
た
後
ぐ
っ
た

り

２

ハ
ウ
ス

３

♪
○
○
○
よ
い
と
こ
一
度

は
お
い
で
〜

４

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ

ー
、
略
し
て

５

一
等
賞
の
メ
ダ
ル
の
色

は
？

８

予
想
外
の
こ
と
、
「
○
○

○
○
を
突
く
」

９

別
名
「
雌
松
」

１１

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
花
や
し

き
、
雷
門

１３

部
屋
、
宇
宙
、
ス
ペ
ー
ス

１５

入
れ
物

１６

神
無
月
↓
○
○
月
↓
葉
月

１７

ノ
コ
ギ
リ
、
ホ
ホ
ジ
ロ
、

ジ
ン
ベ
イ

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

１

首
相
の
こ
と
を
○
○
○
○

総
理
大
臣
と
も
言
い
ま
す

４

農
具
の
一
種

６

地
図
記
号
、
老
人
ホ
ー
ム

の
中
心
に
あ
る
の
は
？

７

最
も
短
い

９

天
璋
院
と
い
え
ば
…

１０

物
に
つ
い
た
手
の
汚
れ

１２

四
輪
駆
動

１４

「
彷
徨
う
」

な
ん
と
読

む
？

１６

下
痢
、
便
秘
、
虫
垂
炎

共
通
す
る
症
状

１７

と
○
○
、
○
○
立
ち
、
○

○
道

１８

礼
拝
、
祭
儀

１９

宮
、
平
打
ち
、
な
ご
や
め

し

〈
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者
〉

７
月
号
、
正
解
は
「
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
」
。
応
募
総
数
２５
通

で
全
員
正
解
で
し
た
。
次
の

方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

・
田
川

美
樹
さ
ん

（
北
病
院
）

・
和
才

友
香
里
さ
ん

（
千
秋
病
院
）

・
伊
藤

昌
行
さ
ん

（
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
虹
の
郷
）

〈
応
募
要
項
〉

あ
て
先
は
、
〒
４
５
６
―
０

０
０
６

名
古
屋
市
熱
田
区
沢

下
町
９
―
３

愛
知
民
医
連
宛
。

①
こ
た
え
、
②
事
業
所
名
、
③

職
種
、
④
氏
名
、
⑤
近
況
や
紙

面
の
感
想
、
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
も
可
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
事
業

所
名
・
職
種
不
記
載
は
抽
選
の

対
象
外
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
進
呈
。

近
況
や
感
想
が
「
読
者
の
ひ

ろ
ば
」
に
掲
載
さ
れ
た
方
も
当

選
者
の
半
額
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。
８
月
号
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
締
め

切
り
は
９
月
３
日
で
す
。

答え

（出題 北メンタルクリニック 事務 幅しのぶ）

☆
愛
知
民
医
連
第
４４
回
定
期
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
名
南
病

院
の
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
と
し
た

相
談
が
増
え
た
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
２０
代
〜
４０
代
が
半
数
を

し
め
、
雇
用
の
影
響
が
大
き
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
生
活
が

困
窮
す
る
と
医
療
が
後
回
し
に

な
る
こ
と
、
保
険
料
が
高
く
て

国
保
加
入
に
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
、
様
々
な
制
度
が
知
ら
さ
れ

て
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
相
談
窓
口
の
工
夫
や
初
診

問
診
の
工
夫
、
地
域
で
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
引
き
続

き
受
療
権
、
生
存
権
、
健
康
権

を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
５
波
が
押
し
寄
せ
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

か
ら
と
言
っ
て
感
染
し
な
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
中
感
染

の
拡
大
に
と
も
な
い
、
職
員
・

職
員
家
族
・
患
者
さ
ん
が
感
染

す
る
可
能
性
が
常
に
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
感
染
対

策
の
必
須
事
項
の
徹
底
に
よ
り
、

職
員
と
地
域
住
民
を
ま
も
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

全
日
本
民
医
連
は
ワ
ク
チ
ン

供
給
不
足
に
関
す
る
緊
急
要
請

を
国
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

☆
熱
海
市
土
石
流
災
害
の
義
援

金
に
つ
い
て
事
業
所
、
職
場
で

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
全
日
本
民
医
連
第
４４
回
第
３

回
評
議
員
会
方
針
（
案
）
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
所
・
職

場
で
の
学
習
・
討
議
し
、
質
問

意
見
な
ど
県
連
事
務
局
ま
で
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
７
月
３１
日
第
１
回
理
事
会

県
連
事
務
局
長

武
田
修
三
】

理理理理理理理理理理理理理理理理理理
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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１３
Ｇ

４

Ｄ

１７
Ｃ

８

１２

３

７

１５

１９

９
Ａ

Ｂ

２
Ｅ

１１

１４

Ｆ

１

６

１０

１６

１８

ＧＦＥＤＣＢＡ

医
師
と
し
て
成
長
す
る
の
に
必
要
な
こ
と

クロスを解いてＡ～Ｇに入る文字を順に
ならべてできた言葉をこたえてね

https ://goo.gl/
k５hZMy

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で

読
む
と
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投

稿
で
き
ま
す
。
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